
早
い
も
の
で
今
年

も
師
走
を
迎
え
た
。

こ
の
１
年
を
振
り
返

る
と
日
本
の
企
業
の
信
頼
が
著
し

く
失
墜
し
た
年
だ
っ
た
。
日
本
は

長
い
間
、
誠
実
さ
、
確
実
な
品
質
、

製
品
の
信
頼
性
に
お
い
て
世
界
の

見
本
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

最
近
の
報
道
で
は
経
団
連
の
榊
原

会
長
の
出
身
会
社
の
東
レ
の
品
質

デ
ー
タ
ー
の
改
ざ
ん
、
１
０
年
前

か
ら
組
織
的
に
ア
ル
ミ
や
銅
な
ど

の
強
度
な
ど
の
性
能
デ
ー
タ
ー
の

改
ざ
ん
を
し
て
い
た
神
戸
製
鋼
所
、

新
車
の
完
成
検
査
を
無
資
格
の
労

働
者
に
さ
せ
て
い
た
日
産
自
動
車

と
ス
バ
ル
自
動
車
▼
こ
こ
数
年
で

は
東
芝
の
海
外
投
資
の
失
敗
に
よ

る
長
期
に
わ
た
る
不
正
会
計
報
告
、

富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
の
不
正
会
計
隠

ぺ
い
、
三
菱
自
動
車
の
燃
費
不
正

計
測
、
再
計
測
で
も
詐
称
。
タ
カ

タ
の
エ
ア
バ
ッ
グ
事
件
、
三
井
住

友
建
設
の
杭
打
ち
工
事
デ
ー
タ
ー

改
ざ
ん
、
東
洋
ゴ
ム
免
振
ゴ
ム
デ
ー

タ
ー
偽
装
な
ど
が
あ
る
▼
ま
た
、

労
働
者
の
働
か
せ
方
も
大
き
な
問

題
に
な
っ
た
。
若
い
労
働
者
が
長

時
間
労
働
で
過
労
死
・
自
殺
し
た
。

電
通
、
新
国
立
競
技
場
建
設
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
記
者
。
政
府
は
長
時
間
労

働
の
上
限
を
決
め
よ
う
と
し
て
い

る
が
、
過
労
死
ラ
イ
ン
の
８
０
時

間
ま
で
残
業
を
許
可
し
、
さ
ら
に

運
輸
・
建
設
労
働
者
や
医
師
に
つ

い
て
は
５
年
間
の
猶
予
期
間
を
設

け
る
と
し
て
い
る
▼
い
ま
日
本
の

企
業
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
口

だ
け
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
厳
守

で
は
な
く
非
正
規
労
働
者
を
な
く

し
、
働
く
者
の
格
差
を
な
く
し
、

必
要
な
人
材
を
配
置
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
安
心
し
て
働
け
る
職
場
環

境
を
作
る
こ
と
で
は
な
い
か
。

「会」は沖電気とその関連などで働く人々が

「安心して人間らしく働ける職場」を願って

創られました。正規・非正規を問わず誰でも

入会できます。略称はＯＡＫ。

《設立１９８６年》

労 働相 談 は 無料 です。ホームページの「相

談窓口」で常時受け付けています。「沖電気

の職場を明るくする会」で検

ＯＫＩの数字印刷電信機
情報処理技術遺産に認定 ９件目

リードスイッチ事業を売却

沖電線を完全子会社化に
子会社94社すべてが連結に

「ＯＫＩ愛の
100円募金」

1996年4月スタート

電
機
労
働
者
懇
談
会
の

生
活
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト
へ

の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま

す
。

花言葉：私を忘れないで

２
０
１
９
年
度
に
向
け
て
沖
電
気
は
３
年
間

の
中
期
経
営
計
画
を
発
表
し
ま
し
た
。
「
安
定

し
て
収
益
確
保
の
で
き
る
会
社
」
「
稼
ぐ
力
の

強
化
」
に
最
注
力
し
て
い
く
と
し
て
い
ま
す
。

非
正
規
社
員
の
正
社
員
化
へ
組
合
も
企
業
も

動
き
出
し
た
今
年
。
来
年
は
重
要
な
時
期
を
迎

え
ま
す
。
職
場
で
は
長
時
間
労
働
や
サ
ー
ビ
ス

残
業
の
規
制
、
労
働
時
間
管
理
の
厳
格
化
な
ど
、

対
策
が
と
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
実
態
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。

１
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た

■障がい者解雇撤回闘争■

ＯＫＩの障がい者雇用率2.15％（2017年）

１８年４月から法定雇用率は２．２％になるので、

雇用拡大が必要だ。

「えるぼし」 認定２０１７・５月

長時間労働は改善された？
時間外労働60時間/月超えは

高度道路交通システム （ＩＴＳ）

本庄地区（埼玉）に
テストコース開設

■沖電気の状況■

ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ



百
代
橋
に

も

も

よレ
ア
ポ
ケ
モ
ン
出
現
？

【
東
京
・
芝
浦
】

会
社
の
帰
宅
時
間
帯
に
、

照
明
が

化
さ
れ
て
明

る
く
な
っ
た
沖
ビ
ジ
ネ
ス
セ

ン
タ
ー
１
号
館
そ
ば
の
百
代

橋
で
た
く
さ
ん
の
人
が
ス
マ

ホ
を
一
生
懸
命
の
ぞ
き
込
ん

で
い
て
異
様
な
雰
囲
気
で
し

た
。
何
か
の
待
ち
合
わ
せ
か

と
思
い
ま
し
た
が
、
場
所
的

に
変
な
の
で
、
ス
マ
ホ
を
の

ぞ
き
込
ん
で
い
る
若
者
に

「
何
し
て
い
る
ん
で
す
か
？
」

と
質
問
し
た
ら
「
レ
ア
ポ
ケ

モ
ン
を
探
し
て
い
る
」
と
の

返
事
で
し
た
。

昨
年
、
散
策
で
行
っ
た
飛

鳥
山
公
園
で
も
レ
ア
ポ
ケ
モ

ン
探
し
で
ス
マ
ホ
を
の
ぞ
き

込
ん
で
い
る
人
た
ち
が
た
く

さ
ん
い
ま
し
た
が
、
ま
だ
人

気
が
続
い
て
い
る
の
か
と
一

人
納
得
し
ま
し
た
。
ネ
ッ
ト

で
調
べ
た
ら
昨
年
に
レ
ア
度

７
「
ス
ト
ラ
イ
ク
」
が
出
現

し
た
そ
う
で
す
。

レ
ア
度
：
め
ず
ら
し
い
・
貴
重

ひ
と
り
で
も
入
れ
る

労
働
組
合
あ
り
ま
す

【
富
岡
・
群
馬
】

電
機･

情
報
ユ
ニ
オ
ン
群

馬
支
部
の
定
期
大
会
が
、
十

一
月
に
開
か
れ
ま
し
た
。
県

内
の
電
機
の
職
場
に
お
け
る

様
々
な
問
題
解
決
に
、
正
面

か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
様
子

が
う
か
が
え
ま
す
。
県
内
の

電
機
の
工
場
門
前
で
宣
伝
も

続
け
て
い
ま
す
。
群
馬
県
労

働
組
合
会
議
（
県
内
の
労
働

組
合
の
連
合
体
）
に
も
加
盟

し
、
地
域
と
結
び
つ
い
た
課

題
や
平
和
・
憲
法
改
正
問
題
・

労
働
法
制
の
改
悪
な
ど
に
も

積
極
的
に
運
動
を
進
め
て
い

ま
す
。

今
年
発
足
の
組
合
で
す
が
、

正
規
・
非
正
規
問
わ
ず
一
人

で
も
入
れ
る
労
働
組
合
と
し

て
更
に
発
展
す
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。
労
働
組
合
が
あ

れ
ば
、
労
働
条
件
や
パ
ワ
ハ

ラ
・
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
の
人
権

侵
害
な
ど
を
解
決
す
る
た
め

会
社
と
交
渉
出
来
る
の
が
強

み
で
す
。

交
通
テ
ス
ト
コ
ー
ス
優
先

【
埼
玉
・
本
庄
】

３
億
円
以
上
を
投
じ
て
全

長
３
０
０
メ
ー
ト
ル(

直
線
・

周
回
路)

と
な
る
高
度
道
路

交
通
シ
ス
テ
ム
テ
ス
ト
コ
ー

ス
が
開
設
さ
れ
た
。
次
世
代

交
通
事
業
で
２
０
１
７
年
度

か
ら
２
０
１
９
年
度
の
２
年

間
の
売
上
目
標
を
２
５
０
億

円
と
し
て
い
る
。

こ
の
テ
ス
ト
コ
ー
ス
の
完

成
で
通
勤
車
両
は
、
直
線
テ

ス
ト
コ
ー
ス
の
途
中
か
ら
迂

回
路
を
通
っ
て
構
内
の
駐
車

場
に
出
入
り
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
難
点
は
、
一
車
線
で
狭

く
て
曲
が
り
に
く
く
要
注
意

だ
。
す
で
に
迂
回
路
の
縁
石

に
は
タ
イ
ヤ
の
擦
っ
た
跡
が

残
っ
て
い
る
。
軽
自
動
車
な

ら
大
丈
夫
だ
が
、
大
き
い
車

だ
と
気
を
付
け
て
運
転
し
な

い
と
縁
石
に
タ
イ
ヤ
を
擦
っ

た
り
乗
り
上
げ
る
こ
と
に
も

な
り
か
ね
な
い
。
「
外
側
に

広
げ
ら
れ
る
の
に
、
も
っ
と

幅
を
取
っ
て
余
裕
を
持
た
せ

て
！
」
の
声
も
。

低
下
す
る労

働
分
配
率

国
民
所
得
の
う
ち
労
働
者

に
分
配
さ
れ
た
割
合
を
示
す

指
標
（
労
働
分
配
率
）
の
低

下
が
、
し
ば
し
ば
国
会
で
も

議
題
に
な
っ
て
い
る
。
内
閣

府
の
発
表
で
は
、
０
８
年
は

７
２
・
２
％
、
１
５
年
は
６

７
・
８
％
に
低
下
。

政
府
、
経
団
連
は
分
配
率

是
正
を
視
野
に
２
０
１
８
年

賃
上
げ
３
％
を
掲
げ
て
い
る
。

《
沖
電
気
を
考
え
る
》

第
１
１
５
回

今
年
の
秋
、
九
州
場
所
は
、
幕

内
力
士
４
２
人
の
う
ち
８
人
が
休

場
と
い
う
緊
急
事
態
と
な
っ
た
。

１
４
年
に
は
３
７
日
だ
っ
た
巡
業

が
７
７
日
と
倍
化
。
力
士
の
大
型

化
な
ど
で
相
撲
も
激
し
く
な
り
、

け
が
が
急
増
。
公
傷
制
度
も
必
要

だ
。

「
企
業
が
利
益
あ
げ
れ
ば

働
く
者
に
も
分
配
が
く
る
」

と
し
た
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の

実
態
は
、
大
企
業
が
最
高

益
で
内
部
留
保
が
溜
ま
る

ば
か
り
で
、
労
働
者
に
は

低
い
分
配
が
つ
づ
き
、
消

費
は
低
迷
し
て
い
ま
す
。

故
に
、
最
近
は
安
倍
内

閣
の
声
高
な
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
は
少
な
く
な
っ
た
。

歴
史
的
な
改
悪

今
年
、
安
倍
内
閣
は

「
人
づ
く
り
革
命
」
「
働

き
方
改
革
」
な
ど
で
目
先

を
変
え
ま
し
た
。
労
働
基

準
法
、
労
働
者
派
遣
法
、

労
働
契
約
法
な
ど
８
種
類

の
労
働
法
規
の
一
括
改
正

で
雇
用
や
労
働
時
間
な
ど

の
労
働
法
制
を
変
質
さ
せ

る
歴
史
的
な
改
悪
内
容
で

す
。
一
例
は

●
脱
時
間
給
・
高
度
プ
ロ

フ
ェ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
（
残

業
代
ゼ
ロ
法
案
）

●
労
働
時
間
の
上
限
規
制

を
緩
和
（
繁
忙
期
は
月
１

０
０
時
間
）

●
裁
量
労
働
制
を
営
業
ま

で
拡
大
（
過
労
死
も
自
己

責
任
）

●
格
差
を
温
存
し
た
同
一

労
働
同
一
賃
金

●
地
域
格
差
を
拡
大
さ
せ

る
最
低
賃
金

●
解
雇
の
金
銭
解
決
な
ど

こ
れ
ら
の
施
策
に
対
し
て

同
志
社
大
学
の

浜
矩
子

教
授
は
「
人
間
を
人
権

の
な
い
マ
シ
ン
に
改
造

す
る
安
倍
内
閣
の
恐
ろ

し
い
思
想
」
と
指
摘
。

働
く
者
の
立
場
の
ポ
ー
ズ
を
見
せ
な
が
ら

実
は
財
界
が
求
め
る
施
策
つ
ぎ
つ
ぎ

◆
内
部
留
保
金
：
資
本
金
１
０
億
円
以
上
の
利
益
剰
余
金

＋
資
本
準
備
金
＋
引
当
金
（
金
融
・
保
険
業
を
除
く
）

◆
平
均
給
与
：
国
税
庁
「
民
間
給
与
実
態
統
計
調
査
」

Ｏ
Ｋ
Ｉ
は
２
０
２
０
年

３
月
期
の
海
外
売
上
高
比

率
４
割
を
計
画
し
て
い
る
。

グ
ル
ー
プ
全
体
で
の
国
内

従
業
員
数
は
過
去
１
６
年

間
で
８
，
３
５
６
人
減
少

（
非
正
規
は
含
ま
な
い
）

し
た
。
同
期
間
に
海
外
従

業
員
は
約
５
割
増
加
し
、

空
洞
化
が
顕
著
に
な
っ
て

い
る
。


